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●本日のお弁当 
 
 大正館 
 
●本日のお客様 
 

 碧南市スポーツ少年団 本部長 伴野義雄様 

 碧南市スカウト育成連絡協議会 会長 清澤聡之様 
   

会 長 挨 拶  
 

失礼致します。先週は猛暑、コロナ、そして、日本のリーダ

ーの辞任という大変な 1週間となりました。この状況の中でも、

我々ロータリーはロータリー活動を続けていかなくてはなり

ませんので、会員の皆様には引き続きよろしくお願い致しま

す。 

 本日は最初に良い報告をさせていただきます。世界保健機関（WHO）アフリカ地域の野生

型ポリオ根絶が認定されました。これはロータリー、アフリカ地域、世界ポリオ根絶推進計画

（GPEI）のパートナー団体の数十年間に亘る成果だと思います。今、ロータリーはビル&メ

リンダ・ゲイツ財団との長期パートナーシップ継続で、ポリオプラスに毎年 5,000 万ドルの

資金調達するために一人ひとりの貢献が必要とされています。ここでホルガー・クナーク RI

会長からのメッセージを読ませていただきます。「今回の快挙はポリオのない世界に向けた大

きな一歩です。闘いはまだ終わっていません。世界のポリオ根絶を実現するためにはロータ

リー会員と寄付者からの支援、そして、医療従事者による懸命な努力が必要とされます。」と

いうメールが会長宛にきております。あとは南アジアの 2 ヵ国のみとなりましたので、引き

続き頑張っていかなければならないなと思っております。 

 先週、西三河分区 9 クラブもガバナー補佐訪問が開始されました。碧南 RC はビデオメッ

セージによるガバナー補佐訪問になりました。安城 RC さんは Zoom によるオンラインで、

岡本明弘会長 



43 名の方がリモートで参加されたそうです。各ロータリークラブがコロナ禍で、いつもと違

うやり方で何とかロータリー活動を続け、会員の皆様とのつながりを図るために考えること

が必要になってくると思います。引き続きよろしくお願い致します。 

 さて、本日の 1 枚の写真は「碧南ボーイスカウト仮結団式」です。1964 年 4 月 5 日に碧南

市民会館にて仮結団式が行われました。碧南 RC が青少年活動として関わった最初だと思い

ます。同年 8 月にボーイスカウト第 1 団発隊式、その後、1966 年に第 3 隊発隊式、1997 年

に天幕寄贈、さらに 1998 年にはトランシーバーを寄贈しました。その後もボーイスカウト、

ガールスカウト、海洋少年団、サッカー少年団に毎年助成をして、青少年の健全な育成に関わ

っています。 

 本日はクラブフォーラムで、碧南市スポーツ少年団と碧南市スカウト育成連絡協議会へ助

成金を贈呈し、それぞれの活動を話していただくことになっております。ロータリーは若い

世代を重要としています。ですから、青少年の育成、青少年の将来のためにこのような活動を

していくということをお話ししまして、会長告知と致します。 

 本日の例会もよろしくお願い致します。 

 
 

  幹 事 報 告  
 

 幹事報告をさせて頂きます。 

・ 例会変更のお知らせの案内は届いておりますが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため、ビジター受付はござい

ませんので、記載は省略させていただきます。今後、ビジタ

ー受付が再開されましたら、記載させていただきます。 

・ ロータリーレートの変更ですが、現行 1 ドル 105 円が 106 円になります。 

・ ガバナー月信 9 月号掲載のお知らせが届いております。 

・ 西三河分区ガバナー補佐様より、ガバナー補佐訪問例会開催のお礼状が届いております。 

・ 次回の例会は 9 月 8 日（火）となります。以前の案内では、会場は衣浦グランドホテルで

したが、碧南商工会議所で行いますので、お間違いの無いようにお願い致します。 

・ 9 月 9 日（水）は 8 日の振替休会となりますので、お間違いの無いようにお願い致します。 

・ 本日の例会終了後に第 3 回の理事会を 205 号室にて開催致しますので、関係者の方はよ

ろしくお願い致します。 
 
 

  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励ニコボックス委員会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 総会員数 66 名 (内出席免除者 14 名の内出席者 9 名) 出席者 57 名 

 出席対象者 57／61 名 
  出 席 率    93.44％ 

 欠席者 9 名（病欠者 0 名） 

鈴木泰博幹事 



＜ニコボックス＞ 

岡本 明弘君  先週のガバナー補佐訪問ビデオ訪問でしたが、無事終えることができまし 

藤関 孝典君  た。ありがとうございました。 

鈴木 泰博君   

新美 雅浩君  先週火曜日、某医大に生まれて初めて入院を経験し、生まれて初めて全身

麻酔で手術を受けましたが、経過良好で、木曜朝には病院を追い出されま

した。「健康」であることに感謝しながら、次年度に備えていきたいと思い

ます。 

清澤 聡之君  碧南市スカウト育成連絡協議会に助成を賜わり、ありがとうございます。 

黒田 泰弘君  娘の里帰り出産のため、外出自粛していました。無事孫が誕生しました。 

杉浦 保子君  ロータリーの友に俳句が掲載されました。ささやかな私の楽しみの俳句で

す。 

 

＜親睦活動委員会＞ 

会員誕生日 

１２日 長田 豊治君   １３日 岡本 明弘君   ２４日 水谷 文則君 

２５日 石川 鋼逸君 

 

奥様誕生日 

１５日 長田 和徳君の奥様 真由美様  ２１日 竹中  誠君の奥様 みのり様 

２６日 森田 雅也君の奥様 千恵子様 

 

結婚記念日 

 ２日 梶川 光宏君・久実子様 １９年   ３日 佐久間克治君・聡子様  ３１年 

２４日 黒田 昌司君・みゑ子様 ４１年  ２６日 山中 寛紀君・恭子様  ３８年 

３０日 杉浦 邦彦君・真理子様 １９年 
 
 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 

「青少年活動の助成金贈呈及び活動報告」 

碧南市スポーツ少年団 本部長 伴野義雄様 

 

 こんにちは。毎年、ロータリークラブ様には貴重なお時間、

ご理解とご協力をいただきまして、ありがとうございます。また、

今回は助成金ということで、大変ありがたく思っております。 

 毎年、少年団の活動内容は一緒なんですけれども、今年はコロナの関係で子供たちが集ま

る機会が少なくて、合同でイベントをするということができておりません。 

 まず、毎年同じような形の紹介になりますけれども、お聞きください。団体の発足につきま

しては、西三河支部大会の開催地となったことをきっかけに今から約 20 年前に創設されまし

伴野義雄様 



た。平成 13 年に組織を立て直して、現在の形態となっております。 

 現在の種目としては、「空手道・卓球・サッカー・剣道・野球・新体操・ソフトテニス・陸

上・バスケットボール」の 9 種目があります。総勢 1,228 名おりまして、特に空手道・サッ

カー・野球がかなり大きくなっております。市内の小中学校の人数と比較しますと、小学校の

生徒数が 4,036 名の内、加盟者が 1,168 名ということで約 30%、中学校の生徒数が 2,179 名

の内、加盟者が 60 名ということで約 3%です。 

 1 つずつ紹介していきますと、空手道は 7 単位団（臨海本部・大浜支部・新川支部・南部支

部・東部支部・鷲塚支部・空手協会）で、団員数が 181 名。卓球は 1 単位団（さくら）で、

団員数が 16 名。サッカーは 8 単位団（新川サッカー少年団・大浜サッカー少年団・棚尾サッ

カー少年団・中央サッカー少年団・西端サッカー少年団・日進サッカー少年団・鷲塚サッカー

少年団・碧南フットボールクラブ）で、団員数が 557 名。剣道は 2 単位団（西端剣道クラブ・

鷲塚剣道クラブ）で、団員数が 34 名。野球は 6 単位団（西端少年野球クラブ・新川ペガサス・

大浜ファイターズ・碧南コスモス・碧南ライナーズ・鷲塚ジャガーズ）で、団員数が 246 名。

新体操は 3 単位団（碧南新体操クラブ・みなみ新体操クラブ・リトルプリンセス RG）で、団

員数が 79 名。ソフトテニスは 1 単位団（碧南ソフトテニスジュニアクラブ）で、団員数が 21

名。陸上は 1 単位団（へきなん陸上クラブ）で、団員数が 41 名。バスケットボールは 1 単位

団（碧南アンビシャス）で、団員数が 53 名。全 30 単位団で活動させていただいております。

最近ではバスケットボールの人数が増えておりまして、かなり活発にやられております。 

 日本スポーツ少年団としては、現在、年齢が 3 歳から加盟ができることになっております。

ただ、3 歳の子を教えるとなると大変ですから、碧南では少年団として加盟していただくこと

は行っておりません。やっぱり指導者が一番大変で、組織がなかなかうまくいっていないの

で、これからの課題だと思っております。 

 現在、1 年を通してやっている活動が大きく分けて 4 つあります。 

１. 指導奨励費補助事業 

資金面の援助を行っております。 

２. 指導者養成事業 

これがメインでありまして、講習会を毎年 2 回開催しております。昨年度はスポーツ

障害の予防ということで、指導者を集めて行いました。土曜日に開催しましたので、

練習等でなかなか人が集まらないという状況です。あと、消防署と連携して、普通救

命講習会を毎年 1 回開催しております。また、指導者が各資格を取得するために必要

な講習会に参加する際の費用の補助を行っております。 

３. 安全確保推進事業 

暑い中、熱中症の予防対策として、熱中症を指数で測ってアラームで警報する機械の

貸し出しを行っております。また、市内のスポーツ店で使える商品券の発行を行って

おります。 

４. 技術活動推進事業 

運動適正テストを毎年 1 回行っております。今年度は 2 月に開催予定でしたが、中止

になりまして、来年度もできるかどうかわからない状況です。同時にレクリエーショ



ンスポーツ交流大会というのも開催しておりますが、こちらも中止になりました。 

 今まで教育委員会を中心にやっていたのが、県のスポーツ局に変わりまして、西三河支部

がなくなりました。その関係で県とやることになりまして、なかなか各地の足並みが揃わな

い状況です。 

 今の子供たちは普段から外で遊ぶという機会が少なくなりました。県の子供たちの体力が

全国と比べるとかなり低下しております。勉強も大事ですけれども、遊びの中で体を作って

いくというのが一番大事だと思います。これからも青少年の健全な育成を目指して、私たち

碧南スポーツ少年団は鋭意努力して参りますので、改めて皆様からのお力添えを今より増し

てお願い申し上げます。 

 本日はお招きいただきまして、誠にありがとうございました。 

 

 

碧南市スカウト育成連絡協議会 会長 清澤聡之様 

 

 失礼致します。碧南市スカウト育成連絡協議会 会長の清澤聡

之でございます。普段はそちら側に座っておりますので、そう

緊張することもなかろうと思ったんですが、急に携帯電話がブ

ルブルっと鳴りまして、「心拍数が上がっております。」と表示

され、自分でも「えっ」と思っておるところでございます。 

 改めまして、碧南 RC 様におかれましては、スカウト活動に多大なお力添えを賜り、誠に

ありがとうございます。ここに大変感謝し、お礼を申し上げます。本来ならば常に活動に励ん

でおります現隊の者がご報告に伺い、お礼を申し上げるところでございますけれども、昨今

の事情を含め、育成会長が代わりに近況報告を行う形とさせていただきました。何卒よろし

くお願い致します。 

 昨年度 1 年間の主だった活動は以下になります。 

  ●スカウトハウス並びにハウス周辺の清掃奉仕（ボーイ 1 団主幹） 

  ●元気ッス！に参加・プレーパーク活動（碧南臨海グラウンド裏）（1 団） 

  ●ワールドジャンボリー（USA）（スカウト 1 人参加・2 団） 

  ●大浜てらまち俳句 ing（ボーイ 2 団主幹）・てらまち前夜祭手伝い 

  ●ふれあいフェスティバル・募金活動 

  ●東日本大震災募金活動（ボーイ 1 団・ボーイ 2 団）（てらまち） 

  ●碧南市平和祈念祭 4 月・弘法道の市（5 月・知立市）・デイキャンプ 9 月 

  ●陶芸教室 12 月～1 月（ガール 32 団） 

以上のようなことを中心として、1 年間活動を行っている中で、募金活動・自己研鑽・規律学

習・経験値を上げる活動等を通して心身を育て、より良き社会人を目指し、“人”を育てる活

動をしております。 

 かつては、名古屋の東山動植物園から数人のグループ単位で、チェックポイントをクリア

しながら碧南まで徒歩で帰ってくるという活動をしておりました。現在は不審者が多いとい

清澤聡之様 



うことで行われなくなりました。その他には、碧南から浜松まで課題をクリアしながら自転

車で往復してみたり、ある者は 1 泊 2 日で京都から東海道の宿を訪ねながら碧南までタスク

チャレンジを行いました。そのタスクチャレンジにおきましては、まずは計画、そして実行、

それに応じての報告をしっかりとしながら課題をこなしてきました。 

 昨年度の活動の中で一番特質すべきは、第 24 回世界スカウトジャンボリー日本派遣団に碧

南より 1 名（中学 3 年生女子）が参加したことであります。北アメリカの 3 連盟（カナダ連

盟・メキシコ連盟・アメリカ連盟）がホスト国となり、アメリカ合衆国・ウエストバージニア

州サミット・ベクテル保護区（東西 8.5km、南北 7.5km 山手線内側に相当）において、世界

146 の国と地域より 41,843 名（日本派遣団 1,207 名）が参加しました。テーマは「UNLOCK 

A NEW WORLD」、日本語に訳すと「新世界の扉を開こう」として、2019 年 7 月 19 日～8

月 5 日（現地滞在は約 2 週間）という期間で開催されました。参加に当たりまして自費で 50

万円ほど負担し、大変ではあったのですが、指導者・ご両親のサポート等により、将来への貴

重な経験ができたのではないかと思います。育成会からは些少ではありますが、皆様からの

助成金より助成しております。 

 近頃の活動と致しましては、コロナウイルス感染拡大のため、全ての活動を自粛する形に

よりまして、ほとんど行われておりません。早く終息することを願っております。 

 今後のスカウト活動におきましては、“Be prepared. 備えよ常に”、「いつなん時、いかなる

場所で、いかなることが起こった場合でも善処ができるように、常々準備を怠ることなかれ」

をモットーに活動をして参ります。今後とも皆様の暖かなご支援をいただきたく存じます。 

 以上をもちまして、碧南市スカウト育成連絡協議会よりご報告、お礼とさせていただきま

す。 

 どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会案内 
 

令和２年９月１６日(水) １７：３０～ 碧南商工会議所 

インフォーマルミーティング「夕べの音楽」 

ピアニスト 加藤里奈様、バイオリニスト 熊谷祥子様 


